




































































1924年 中外日報退社，関東大震災 1 周年式典に参加
1925年 東亜仏教大会の事務方を務める
1927年 中国東北・華北・華中を視察（ 5 － 6 月）
1928年 外務省の助成を受け， 8 月から上海東亜同文書院へ留学
1931年 年末，日本に帰国
1934年





















































































































































































































































題名 発行者 発行所 浄円寺所蔵
仏学叢報 狄楚青，濮一乗 上海有正書局 1913-14年
仏心叢刊 仏心会（広済寺） 北京大学出版部 1922年
広長舌◎ 苦行 上海仏教書局 1923，30-31年
仏光 可端 揚州長生寺華厳大学院 1923年
覚世報▲ 可端 1928年 4 月






















世界仏教居士林林務特刊▲ 上海世界仏教居士林 1925年 3 月
世界仏教居士林勧募基金会特刊 上海世界仏教居士林 1925年 5 月
世界仏教居士林林刊 上海世界仏教居士林 1925-31年 9 月
世界仏教居士林林所開幕紀念刊 上海世界仏教居士林 1926年 7 月
世界仏教居士林成績報告書 上海世界仏教居士林 1933年 1 月
世界仏教居士林仏学図書館成立報告冊▲ 上海世界仏教居士林 1933年11月
仏音◎ 閩南仏化新青年会 1926年 1 - 8 月
三覚叢刊 笠居衆生 武昌仏学院 1926年 3 月，？
大雲 駱季和 紹興大雲仏学社 1926年 5 月，6 月
東方文化 唐大円 東方文化集思社 1926，30，31年
心灯◎ 太虚 上海仏化教育社 1926-27年
宏慈仏学院第一班畢業同学録◎ 北京宏慈院 1926年
仏事報▲ 嶺南仏教放生会 香港太平山六祖禅堂 1926年 8 月









浄業月刊 顧顕微 上海浄業出版社 1927-28年
聶氏家言選刊◎ 聶其杰 中華書局 1927，37年
現代僧伽 大醒，芝峰 閩南仏学院 1928-31年
全国仏教徒代表須知 現代僧伽社
現代仏教 大醒 閩南仏学院 1932，33年
仏化青年（非売品）▲ 厦門鎮閩南仏化青年会 1928年 5 ， 9 月
太虚法師赴欧米講学紀念特刊▲ 1928年 8 月頃
中国仏学◎ 南京毗盧寺 中国仏学会準備処 1928年 9 -12月
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題名 発行者 発行所 浄円寺所蔵
浙江全省仏教会旬刊◎ 浙江全省仏教会 1928年 9 月
中華民国仏教機関調査録 仏教通訊社 1928，29年
化仏造像 銭化仏（銭蘇漢） 文華美術印刷公司（上海） 1929年 3 月
四川仏教団体電請政府改定寺廟管理条例特刊 1929年 3 月
慈航◎ 瑩照 上海報本堂 1929年 4 ， 5 月
紀念総理奉安特刊▲ 中国仏教会 1929年 6 月
中国仏教会公報 仁山 中国仏教会 1929年 7 - 9 月
中国仏教会月報 中国仏教会 1929-30年
中国仏教会報 円瑛，太虚他 中国仏教会 1930-35年
改造中国仏教会之声 蘇川湘豫黔皖各省仏教連合会 1936年
中国仏教会会報（第一次徴求会員特刊）▲ 中国仏教会 1935年11月
法海波瀾 仁山 鎮江金山大観音閣 1929-31年
上海仏学書局報告書▲ 上海仏学書局 1929-34年
上海仏学書局股份有限公司報告書▲ 上海仏学書局 1929-30，32-34年
仏学書局第二次股東大会記録▲ 上海仏学書局 1931年 1 月
仏学書局図書目録▲ 上海仏学書局 1930，33，35年
山西仏教月刊◎ 山西仏教会 1929年 7 月
霊泉通信（贈呈本） 四川三台県中山公園三台仏学社 1930年
威音 顧浄縁，謝畏因 上海 1930-31年 8 月
弘法社刊 宝静 寧波弘法社 1930，35年
鐘声 上海仏学書局 1930年 4 月
安徽省仏教会第二届全省代表大会記録▲ 1930年12月
仏教評論 台源 北平柏林寺仏教評論社 1931年
宝慈月刊▲ 邱蓮午編集ほか 成都護国庵内 1931年 3 月
江南九華仏学院之刊（非売品） 蕙庭 九華仏学院之刊（安徽） 1931年
四川仏教月刊 四川仏教月刊社（文殊院） 1931，34年
仏学半月刊 範古農ら 上海仏学書局 1931-42年
香海仏化刊 宝静 香港仏学会 1932-33年 9 月
正信半月刊，正信周刊 法舫，芝峰ほか 漢口仏教正信会宣化団 1932-37年 8 月




人海灯（復刊） 寄塵 潮州嶺東仏学院 1933-37年
慈航画報 劉仁航（霊華） 上海慈航画社 1933-34年
頻伽音◎ 広州仏学会 1934，37年
仏学書目◎ 北平東城大仏寺 庚申仏経流通処 1934年
時輪金剛法会特刊（非売品）▲ 杭州菩提寺路本会事務所宏揚処 1934年 4 月
仏教特刊（市民報：二面）▲ 黄慧泉，鄭奠坤 世界仏教居士林：編集部 1934年1，8 -12月
中日密教研究会章程▲ ？
中日密教◎ 中日密教研究会（天津） 1935-36年
仏教日報◎ 範古農 上海仏教日報社 1935年，37年
浄土宗月刊◎ 武昌浄土宗月刊社 1935年 6 ，10月
南詢集 嶺東仏学院 広東潮州開元寺 1935年 6 月
北平仏化月刊
南口居士林・張家口居士林・北平仏化居士会 1935年 6 月
劉顕亮 広済寺仏教臨時救済会 1937年 8 月
仏教▲ 韓龍雲 震旦密教重興会 1935年 6 - 7 月
湖南仏教居士林林刊◎ 湖南仏教居士林 1935年 8 月
北平仏教会月刊◎ 周叔迦 東城大仏寺仏経流通処 1935，36年
微妙声 湯用彤，周叔迦ら 上海仏学書局 1937年 1 - 6 月
仏教与仏学（非売品） 寂英，丹戎巴葛普陀寺（シンガポール） 1935-36年
仏学▲ 仏学会厦門市分会 1935年12月
敬仏◎ 神田恵雲 厦門敬仏会 1935-36年
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題名 発行者 発行所 浄円寺所蔵
人間覚 辛清波 中国仏学会厦門分会 1936-37年
仏教新聞▲ 上海 1937年 5 月20日
日華仏教 日華仏教学会（東京） 1936年 2 月
仏教月報◎ 大醒主筆 天津仏教月報社 1936-37年
仏教公論 慧雲（林子青） 厦門南普陀寺仏教養正院 1936-37年
現実▲ 閩南学僧自治会 厦門閩南仏学院 1936年 6 -10月
覚社年刊　 季聖一，葉聖方 蘇州覚社 1937年
仏教女衆専刊 海静 武昌菩提精舎 1937年 5 月
喜報◎ 北平中央刻経院仏経善書局 1937年10月
東方文化月刊▲ 東方文化出版社 1938年 1 月
晨鐘 杭州日華仏教会 杭州新報社印刷部 1939年12月
大乗◎ 厦門大乗仏教会 南普陀仏化学校 1940，42年
覚有情 陳法香，蘇慧純 上海大法輪書局 1940年12月
同願学報 仏教同願会（北京） 1940年12月
羅漢菜 羅漢菜雑誌社 1941-42年
弘化月刊 徳森，鐘慧成 上海印光大師永久紀念会 1941-42年
覚音 竺摩主編 香港青山覚音社 1941年10月
閩院詩刊▲ 閩南仏学院外語 1942年 2 ， 4 月
閩院詩鐘▲ 閩南仏学院 1942年 1 月
仏教復興▲ 小笠原彰真 仏教文化研究部（上海） 1942年11月
中流◎ 焦山仏学院同学会 1942年
妙法輪 震華 玉仏寺上海仏学院 1943年 1 ， 5 月





























































































































































































































































1931. 7.22-24 支那訳された日本仏教徒の著述　 中外日報
1931. 9 『最近支那宗教迫害事情』 自費出版
1932. 1.30- 2. 2 騙術・武術・実力日支問題について　上海より帰港の日 中外日報
1932.11.15-17 此際日支仏教徒提携し和平運動を誘発せよ　 中外日報
1933. 6.24- 7. 1 近世支那僧の行持生活 中外日報





1934. 4 支那現代の仏教 国民仏教聖典
1934. 5. 6- 8 支那仏教徒招待に就いて 中外日報
1934. 6. 5- 8 天童山再登記 中外日報
1934. 6. 9, 13 天童より阿育王へ来り　圓瑛法師に会す 中外日報
1934. 6.12 南京より 中外日報
1934. 6.14 汪兆銘院長と会見す 中外日報
1934. 6.16 太虚法師を問う 中外日報
1934. 6.26 再び上海に戻りて 中外日報
1935. 7 『日華の仏教的提携』 日華仏教学会
1935. 8. 1- 2 昭和十年訪華団批判　禿氏・林・大西諸羅漢に呈す 中外日報
1935. 9 改興途上の支那仏教 真宗




1935.10. 5- 6 支那仏教会の危機来る　大醒法師決起す　 中外日報
1935.10-11 僧伝より見たる清代仏教 現代仏教





1936. 1 福州に友を弔う 中外日報
1936. 1.14 四段階を経たる日華仏教交渉史断片 日華仏教
1936. 1.16-18 黄檗行前記 中外日報
1936. 2 北京護法論（小栗栖香頂著）　藤井草宣抄 人海灯
1936. 3 人物評伝／印光 日華仏教
1936. 3 現代支那の禅刹 南瀛仏教
1936. 4 南普陀と南仏学院 日華仏教
1936. 4 支那の仏教風俗 南瀛仏教
1936. 5 大醒法師之「日本仏教視察記」 日華仏教
1936. 5 支那の怡山と鼓山に詣づる記 禅の生活
1936. 5 福建仏教の新旧両派 海外仏教事情
1936. 5 広東仏教の特殊的展開 国際仏教通報
1936. 6.12-14 日華仏教関係に政治的背景なし 中外日報
1936. 8 華南の仏教を視る　広東仏教の特殊的開展　　　 南瀛仏教




























54）藤井草宣「鈴木大拙博士の『支那仏教印象記』」1934年11月 6 - 7 日。
55）「汎太平洋仏青大会に支那代表の欠席藤井草宣氏勧説に渡航か」『中外日報』
1934年 2 月22日。藤井草宣「支那仏教徒招待に就いて」（上）『中外日報』1934
年 5 月 6 日。
56）藤井草宣「天童山再登記」『中外日報』1934年 6 月 5 ， 7 日。同「天童より阿
育王へ来り　円瑛法師に会す」（上）『中外日報』1934年 6 月 9 日。
























































62）『日華仏教』第 1 巻第 1 号，49-52頁。
63）藤井草宣「四段階を経たる日華仏教交渉史断片」『日華仏教』第 1 巻第 1 号。
























































69）藤井草宣「昭和十年訪華団批判」『中外日報』1935年 8 月 1 - 2 日。
70）井上隆森「訪華団批判を読みて」1935年 8 月 9 -11日。
71）藤井草宣「支那仏教会の危機来る（下）大醒法師決起す」『中外日報』1935年
10月 6 日。






























































































































































不敬などの罪で禁固 6 ヶ月，執行猶予 3 年の判決を藤井に言い渡した92）。
8 ，おわりに
　最後に，藤井草宣の活動をもう一度確認しておこう。1927年の中国視察以来，
藤井は親鸞の弟子として中国の人々の救いとなることを願い，中国人仏教徒
たちと提携を目指した。藤井の活動の特徴は，多くの日本人仏教徒と異なり，
日本仏教の源流としての中国を理想化せず，現実の中国に生きる人々をその
まま視野に捉え，仏教による救済が可能だと信じたことである。
　そのために，藤井草宣は中国語を習得し，同時代の中国仏教について膨大
な資料を収集した。藤井のように同時代の中国仏教に関心を寄せた日本仏教
徒は少なく，藤井ほど広範囲にわたる資料を集めた研究者やジャーナリスト
は日本にいなかった。膨大な資料にもとづいて，藤井は多くの現代中国を紹
介する記事を書き，伝統的な修行や戒律を守る中国人仏教徒の日常をいきい
きと描写した。それは，学問的には高水準でも宗教家としての活動に欠ける
日本の僧侶に対する批判でもあった。
　同時に，藤井草宣は上海留学中は積極的に中国人仏教徒に日本の仏教研究
の成果を紹介し，日本帰国後も資料を送るなどして，中国における仏教研究
91）「日華仏教の朗景支那居士が読経大谷派上海別院で」『中外日報』1942年 3 月
3 日。藤井静宣「米英権益処理と宗教及び思想工作について」『中外日報』1942
年 7 月23日。
92）「真宗僧侶の軍刑違反事件検挙」『昭和特高弾圧史 ４ 宗教人に対する弾圧下
一九四二～四五年』大平出版社，1975年。
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の向上に貢献しようとした。他にも，上海滞在中は日本留学経験者に学術書
の翻訳を依頼したり，日本帰国後も日本に留学した中国人仏教徒の面倒を見
た。
　「満洲事変」によって日中関係が悪化した後も，藤井草宣は日中仏教徒の提
携を呼びかけ，多くの記事を寄稿した。鈴木大拙を中国に案内し，また大醒
の日本視察に同道し，彼らの旅行記を宣伝した。汎太平洋仏教青年大会の第
2 回日本大会実現に尽力し，日華仏教学会を創設して日中仏教徒の恒常的な
学術交流をも目指した。藤井は，日中間の政治的な関係が悪化する状況だか
らこそ，政治の枠を越えて日中の仏教徒が提携すること期待した。しかし，
当時の中国も日本もナショナリズムを越えた仏教提携は実現できる状況にな
かったのである。
　日中戦争の勃発によって，藤井草宣は従来得られることのなかった役職や
資金など，所属教団の後ろ盾を得られるようになった。日本軍占領地におい
て，藤井が目指す中国仏教の支援は日本軍の宣撫工作の一貫に取り込まれ，
不幸な形で日本のナショナリズムとの齟齬を解消することができた。しかし，
藤井は従来通り，中国における日本仏教教団の利益追求を批判し，中国人仏
教徒による法要や難民救済などの活動を支援した。藤井のこのような活動は，
他の日本人仏教徒の誰にもできなかったものであり，たとえ日本による占領
地政策の枠の中であったとしても，やはり特筆されるべきだと思われるので
ある。
［附記］本稿は，公益財団法人三島海雲記念財団の第53回学術研究奨励金（平成27
年）による成果の一部である。
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